
人類社会と地球環境に貢献する
グローバルリーダーになろう

　グローバルエデュケーションセンター（Global Education Center: 略称
GEC）は、2013 年度にオープン教育センターおよびメディアネットワークセン
ターを発展的に改組して設置され、2014 年度から本格始動しました。
　GEC の目的は、早稲田大学で学ぶ全ての学生が共通に身につけるべき学
術的なスキルを提供し、世界のいかなる場所・場面においてもグローバルな
視点で課題解決に貢献できる人間力・洞察力にあふれた真のリーダーを育
成することにあります。すなわち、早稲田大学におけるグローバル・エデュケー
ション（Global Education）によって、以下のような力量（早稲田大学では
このような力量を「人間的力量」と呼んでいます）を備えた人材を育成する
ことにあります。
　『早稲田大学の卒業生が地球上のどのような地域に行っても、そこに溶け
込みサバイヴし、その地域社会の価値観を学んで、その結果として自分の
故郷の地域社会でも、または行った先の地域社会や国に貢献する場合でも
よし、または自分の国やその国の民間企業に貢献するのでもよし、さらに国
際機関・国際企業などを通して地球上の大きな地域（region）または国際
社会に貢献すること。どの分野であっても、周囲の人々の幸福の実現を目指
す強い意志をもち、多様な価値観や文化的背景をもった人々を一つにまとめ
上げこれをリードする力量を備えること』
　このグローバル・エデュケーションを実現するために、GEC ではさまざま
なプログラムを提供しています。GECが現在提供している教育領域は4つに
大別されます。第１に基盤教育、第２にリベラルアーツ教育、第３に語学教育、
そして第４に2020 年４月から設置される人間的力量教育です。第１～第３の
教育は第４を達成するために必要な学術的スキルというイメージです。
　第１の基盤教育とは、「早稲田大学で学問を学ぶために共通で必須である
アカデミックなツール。また、卒業生が社会に出てもインテレクチャルな仕事
をする上で必須となる基礎的なアカデミックなツール」を指しています。基
盤教育は「アカデミック・ライティング」「数学」「データ科学」「情報」「英語」
の５つのアカデミックリテラシー科目群から構成されます。既に、これらの科
目群を必修科目として導入する学部もあり、特に「数学」「データ科学」は
フルオンデマンド形式で授業を展開しており、年間延べ 1 万人の学生が受講
しています。また、「アカデミック・ライティング」はこの科目を受講した学
生が指導者として授業に参画するといった人材開発のモデルを確立してお
り、既に多くのこの分野の専門的スキルを有した人材が育成されています。
また、これらの基盤教育を支えるために、ライティング・センター、Math 
and Stat Center 等、学生の主体的な学びを支援する多くの環境を提供して
います。かつ、ここでは多くの学部学生・大学院生が LA（Learning 
Assistant）として学びを支援することにより、自身の学びを深める仕組みを
目指しています。さらに、2018 年４月に設置された早稲田大学データ科学

総合研究教育センターと連携して、早稲田大学のすべての学生が「データ
科学」の素養を身につけることができるような体系的な教育プログラムを提
供して参ります。
　第２には、リベラルアーツ教育です。早稲田大学では、「リベラルアーツ教育」
とは「物事の本質を見極める洞察力を育む教育」と考えています。この定
義をもとに、GEC では「全学副専攻（学術的副専攻、学際的副専攻）」、「実
践型教育プログラム」を設置しています。学部生であれば学部や学年を問
わず誰でもチャレンジすることができ、所属する学部で主専攻を学びながら、
同時にその他の学問分野を学ぶことができます。「学術的副専攻」は各学
部から提供されている専門性の高い内容、「学際的副専攻」は学生の多様
な関心に合わせて提供されている内容となります。「実践型教育プログラ
ム」は座学とフィールドワーク（ビジネスワークショップ、インターンシップ、
ボランティア等）を組み合わせて理論知と実践知を有機的に獲得すること
を目指した内容です。今後もリベラルアーツ科目群を全学の英知を結集し
て体系化し、より多様な「物事の本質を見極める洞察力を育む教育」のカ
リキュラムを提供できるよう努めます。
　第３には語学教育です。GEC では英語教育以外に 20 を超える多彩な言
語科目を提供しています。より一層充実した教育を提供するために以下のよ
うなことを検討しています。
・未習外国語習得に効果的なカリキュラムの開発
・外国語を用いたさまざまな分野の教育の提供
・AWADE（Academic Writing and Discussion in English）プログラムのさ
まざまなニーズやスキルに対応したプログラムへと発展的展開
　そして、第４は 2020 年４月からスタートする人間的力量教育です。GEC
では学内の関連箇所（キャリアセンター、ボランティアセンター等）と連携して、
上記の「実践型教育プログラム」や「キャリア形成関連科目」、「リーダーシッ
プ開発関連科目」、「ボランティア関連科目」、「ビジネス創出関連科目」、「地
域連携関連科目」、「ダイバーシティ関連科目」、「プロフェッショナルズ・ワー
クショップ科目」等を体系化して、皆さんに提供します。この人間的力量教
育に含まれる科目は「理論＋実践」という内容で構成されるものが多くなり
ます。これらの科目群を積極的に履修し、理論と実践のサイクルを形成し、
早稲田大学の学生らしい世界で活躍できる人間的力量を身につけていただき
たいと考えています。
　このように GEC は、多種多様な教育プログラムを提供し、世界中で活躍
できる人材の育成に鋭意取り組んでいます。学生の皆さんには、所属学部で
の学習や研究を通して専門的知識や技能を修得し、GEC の設置科目を大
いに活用し、専門性と教養をバランスよく身につけるべく充実した学生生活
を送っていただきたいと願っています。

グローバルエデュケーションセンター
ht tp : //www.waseda . jp/gec/

［問い合わせ先］
〒169-8050  東京都新宿区西早稲田 1-6-1
TEL：03-3204-9196
Email：gec-help@list.waseda.jp
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人間的力量育成

P.10

人類社会に貢献するグローバル人材の育成

人間的力量教育

ボランティア、キャリア、リーダーシップ、
地域連携、起業家養成、ダイバーシティ、
プロフェッショナルズ・ワークショップなど

グローバルリーダー育成に向けた
グローバルエデュケーションセンター（GEC）が
提供する学びの世界へ
世界のいかなる場所・場面においてもグローバルな視点で課題解決に貢献できる
人間力・洞察力にあふれた真のリーダーを育てたい。
そんな、早稲田大学が掲げるビジョンを遂行するためにグローバルエデュケーションセンター（GEC）は誕生しました。
学部の学びと並行しながら、自分に足りない知識、社会で役立てたいスキル、興味ある体験などを積み重ね、
なりたい自分へとステップアップを図ることができます。
学ぶフィールドも学び方のスタイルも多種多様。未来へつながる大きな第一歩を、踏み出してください。

リベラルアーツ教 育
物事の本質を見極める洞察力を育む教育言語教育

グローバル化する社会で不可欠な
実践的なコミュニケーションツール

基盤教育
早稲田大学であらゆる学問を

学ぶために必須であり、卒業生が社会に
出てからも役立つアカデミックなツール

GECが提供するこれら多種多様な科目と、各学部が
提供している全学オープン科目を特定のテーマに
沿って組み合わせ、幅広いテーマの副専攻を
用意しました。興味関心のあるテーマを
体系だてて学ぶガイドとして、ぜひ、
活用してください。

学問分野にとらわれず、早稲田大学でしかできない経験や体
験を中心とした特色ある課外活動と正規授業を組み
合わせた教育プログラムを展開しています。
学んだ知識を実践してみることで、
新たな知識の発見を目指し
てください。

「新入生スタートアップ講座」は、
新入生のみなさんが円滑に学
生 生活をスタートできるよう

「Waseda Moodle」上で視 聴
するオンデマンドコンテンツで、
右記の２つのプログラムが用意
されています。

・レポートを作成するにあたって
参考文献への言及、参考文献表の作成、引用の仕方、剽窃の例などについて解説します。

・新入生コンピュータセキュリティセミナー・情報倫理テスト
情報倫理を理解し、本学が提供する PC・インターネット・メールなどの情報環境を、
正しく利用するために必要な知識やノウハウをわかりやすく解説します。

大学での学び方、ルールやマナー、緊急時の対応、留学、ボランティア活動など、
学生生活を送るうえで欠くことのできない知識や心構えをひも解きます。

自然科学教育 人文・社会科学教育

外国語教育 国際教育 日本語教育

保健体育教育

英語教育 数学教育

情報教育 データ科学教育

アカデミック・ライティング教育

新入生受講必須セミナー

全学副専攻

わせだライフABC

ここからはじめよう！
新入生スタート
アップ講座

P.7P.5

P.3

P.9 
P.9 

GECの教育プログラムたくましい知性・
しなやかな感性を育てる

実践型教育プログラム
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基盤教育

基
盤
教
育

WASEDA式
アカデミックリテラシー
あらゆる学問の基礎となるアカデミックリテラシー。
そのスキルは、社会人になってからも大いに役立ちます。

すべての学びの土台となる
５つの分野で基礎を固める

　早稲田大学では、すべての学問に求められる必須スキルとして、「アカデミック・ライティング」「数学」
「データ科学」「情報」「英語」を身につけることを推奨しています。文系・理系を問わず、あらゆる学
びの礎となり、今後、社会に出てからも必ず役立つ力です。ぜひ早い段階でマスターしておきましょう。

５つのリテラシー

Five 
Literacy

オンデマンド科目「学術的文章の作成」では、学術的文章の慣習、
語句の適切な使い方、わかりやすい構成の方法、引用と出典の明記の仕

方など、論文やレポート提出に求められる技能を学びます。文章作成力の向上
と同時に思考そのものも鍛えることができます。ライティング・センターでは、

対面方式によりレポートや論文作成の助言を行います。

アカデミック・
ライティング

Literacy 01

早稲田大学では、応用言語学の理論を取り入れて開発された
３段階のプログラムで、使える英語を徹底的に鍛えます。Step1 の

「Tutorial English」ではレベル別の少人数で「話す」「聞く」力を身につ
けます。Step 2 では英語で思考する力を、Step 3 では英語で発信する力を育

むプログラムが用意されています。

英　語
Literacy 02

身近なテーマを通して数学の基礎知識を身につけ、同時に、
数学的な論理的思考力を養います。金利などのテーマを、初級レベ

ルからステップアップして学ぶことができます。オンデマンドの授業で不
明点があれば、メールや BBS のほか、３号館２階 Math and Stat Center など
でLA（Learning Assistant）による対面指導を受けることも可能です。

数   学
Literacy 03

電子メールやSNS、インターネットを用いた
検索、プレゼンテーション資料の作成など、

コンピュータスキルやネットワーク上の情報活用能
力が求められる時代です。これらの基礎的なスキル
を学ぶ科目「情報科学の基礎」「プログラミング入門」

で、高度情報化社会で役立つ情報リテラシーを身
につけましょう。

情　報
Literacy 05

「ビッグデータ」という言葉を耳にしたことはありますか？ 情報
化社会ではデータを活用し、意思決定を行う場面が多 あ々ります。

学問研究や社会においても、文理を問わずあらゆる分野でデータによっ
て実証する能力が求められます。オンデマンド科目「データ科学入門」「統計
リテラシー」シリーズで、データ解析能力を身につけましょう。

データ科学
Literacy 04

ライティング・センター
【３号館２階】

Math and Stat Center【３号館２階】

オンデマンド形式の講座「数学基礎プラス」「デー
タ科学入門」「統計リテラシー」の各シリーズに
関する内容や、広く数学・統計・データ科学の内
容について LA（Learning Assistant）が個別に対
面サポートします。常時 LA が待機し、丁寧にわ
かりやすく指導してくれます。「数学基礎プラス」
シリーズでは早稲田キャンパスのほか、所沢キャ
ンパスでも対面指導を実施しています。

授業のレポートや論文など学術的な文の作
成を、アカデミック・ライティングの専門
知識を持ったチューターが個別指導します。
１回のセッションは 45 分。英語と日本語、
いずれの文章にも対応し、作成途中の論
文や、まだ構想の段階でも指導を受けるこ
とが可能です。

情報対面指導室
【 22 号館地下１階】

オンデマンド科目「プログラミング入
門」で不明な点があれば、22 号館地
下１階コンピューター自習室内で対面
にて相談を受け付けています。
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言語教育

言
語
教
育

英語科目
目的やレベルに応じて学べる英語プログラムが満載。
３つのステップで確かな英語力を身につけます。

実践的な学びで身につける
グローバルリテラシー

　国際化が加速する社会で、今後ますます求められるグローバ
ルリテラシー。さまざまな目的やレベルに応じて開講される英語
科目に加えて、入門レベルから学べる多彩な言語科目もあり、
未知の言語に挑戦する楽しさを実感できるでしょう。

入門レベルから学べる
20を超える多様な言語

　国際化が加速する社会で、今後ますます求められるグローバルリテラ
シー。さまざまな目的やレベルに応じて開講される英語科目に加えて、
入門レベルから学べる多彩な言語科目もあり、未知の言語に挑戦する楽
しさを実感できるでしょう。

　論文の基本的な構成や文章の形式、引用
の方法などを、リラックスした雰囲気の授業
で学ぶことができました。大学院進学も考
えているので、今後ますます必要となるスキ
ルを早い段階で学べてよかったです。

多彩な言語科目
言語だけでなく、その国の文化や
歴史も学べる科目群。
グローバルな舞台で活躍するための
重要な資質を養います。

Three
Steps

［ 英語を学ぶ ］
 01

 02

 03学生に必須のアカデミックライティング
ソン・タクボンさん／
政治経済学部３年

Step

Step

Step

少人数のグループレッスンや合宿形式の集中トレーニングなど、
さまざまな学びのスタイルで英語の運用力を鍛えます。

General Tutorial English、Writing Tutorial English

科目例

 
海外の学生との対話や、論説文を批判的に読みこなす訓練などを

通じて、実践的なコミュニケーション能力を身につけます。

Critical Reading and Writing

科目例

［ 英語で学び発信する ］
これまで培った英語力や発信力を総動員して、英語で学び、

発信する力を育みます。

Academic Writing and Discussion in English α/β
Advanced Academic Writing and Discussion in English 1/2

科目例

レッスンは教育経験および国際経験が豊富なネイ
ティブスピーカー・日本人が担当し、テキストをも
とにペアやグループでレッスンを行います。チュー
ターはグループのレベルや進度に合わせて適宜ア
ドバイスをします。各自の英語力に合わせて6

レベルが設定されています。
※Tutorial English Web サイト

https://www.w-as.jp/gogaku/
en/gte.html

General Tutorial English

Focus on

学生４名にチューター1 名
少人数で英語運用能力を向上

論理的思考力とは、与えられた情報や知識に付和
雷同することなく、複数の視点から注意深く分析し、
その根拠となる資料を精査し、さまざまな可能性
を考えだす能力です。国際的な場で質の高い

発言ができるよう、英語力と論理的思考力
の向上に取り組みます。

Critical Reading 
and Writing

Focus on

論理的思考力と
英語力を徹底して鍛える

「話すのは好き、書くのは苦手。」英語に対して、こんな
考えを持っていませんか？この科目では、英文ライティング
におけるルールを基礎から学び、ディスカッションを交え
ながらさまざまな論理展開のエッセイを繰り返し書き、
着実に力を伸ばします。留学前や、英語で専門科

目を学ぶ準備として、ひいては将来英語で仕
事をすることを視野に入れている方に

おすすめの科目です。

Academic Writing and
Discussion in English α/β

Focus on

論理的な文章を書く力を
ディスカッションを交えて体得する

アイヌ語 / アイルランド語 / アラビア語 / イタ
リア語 / インドネシア語 /広東語 / スワヒリ語 
/ タイ語 / 中国語 / 朝鮮語 / デンマーク語 / 
ドイツ語 / バスク語 /フィリピノ語/ フランス語 
/ ベトナム語 / ペルシア語 / ポーランド語 / 
ポルトガル語 / マレー語 / モンゴル語 / アイ
スランドの文化と言語＊　　　＊は講義科目

英語以外の言語科目

ポルトガル語
ポルトガル語圏の魅力に触れ
多文化共生の意義を学ぼう

　ブラジルの公用語としてのポルトガル語と、ポル
トガルで話されているイベリアポルトガル語の授業
があり、日常の会話表現および動詞の活用に慣れ
ながら、ポルトガル・スペイン・ブラジルの文化を
比較します。さらに、外国人から見た日本の文化習
慣に関するエッセイ、ニュース、民話を使用し、ポ
ルトガル語の文献を読む力も同時に養っていきます。

インドネシア語
簡単な会話からはじめ
文化･習慣を学んでみよう

　インドネシア語の文字はラテン文字とローマ字で
発音しやすく、文法では、単数形・複数形や時制
変化などの語形変化がないので、学びやすい言語
だと言えるでしょう。旅行で使う程度の簡単な会話
からはじめ、より複雑な文章やイディオムも習得し、
インドネシアの文化･習慣に触れていきます。

　少人数制で丁寧にアカデミックライティン
グの基礎を教えていただきました。授業は全
て英語。討論の場面も多いので、 ライティン
グ以外のスキルも磨けます。英語への苦手
意識が薄れてきたのを実感しています。

英語の力が着実に身につくのを実感
谷川玲佳さん／政治経済学部１年

Focus
on

S t u d e n t ' s  V o i c e

S t u d e n t ' s  V o i c e
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リベラルアーツ教育
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育幅広い教養科目

社会を生き抜くために必要な人間の核となる知識や教養。
多彩な分野のリベラルアーツ科目が好奇心を刺激します。

物事の本質を見極める
洞察力を育む科目群

　早稲田大学が提供する全学共通科目は、2000 科目以上。総合大学ならではの多種
多様な分野をカバーしているのが魅力です。学部や学年に関係なく、自分の将来の進路、
興味や関心に合わせて学び、社会で役立つ「真の教養」を身につけましょう。

寄附講座・提携講座
早稲田ならではのネットワークを活用した充実の講義群。
実社会との接点を持ちながら幅広い知見に触れられます。

教養教育はなぜ必要？
近年、リベラルアーツ教育が注目されているのは、社会で
求められる力が多様化してきたからでしょう。特定の専門
分野でも、複数の学問知識や文系・理系の枠におさまら
ない幅広い教養が求められるようになってきています。リベ
ラルアーツで学ぶ「教養」とは、物事の本質を見極める洞
察力を育むために欠かせない力であり、同時に、人生を豊
かにする原動力でもあるのです。

第一線で活躍する講師陣
ダイナミックな学びを実現

　企業や公的機関、NPOなどの寄附に
より運営される講座です。早稲田大学
ならではの幅広い人脈を活用し、第一
線で活躍する実業家や政治家、クリエイ
ターなどがゲストスピーカーとして登壇し
ます。実社会との接点を持ちながら各
界の最新トピックに触れ、ダイナミックに
知見を広げることができます。

将来大学で働くことに関する
基本的な知識を学ぶ
大学における教育と学習／蒋 妍

Focus on

　「大学」とはどんな場所なのか。現在どのような改
革を行い、将来どう変わろうとしているのか。豊かな
大学生活を送る、将来大学の教壇に立つ、あるい
は大学で職員として働くためには、今どんな姿勢や
準備ができるのか。以上のような問いを意識しなが
ら、大学生活を送る上で必要とされる基礎を学び、
大学に関する広い視野を獲得することを目指します。

持続可能な社会の実現に向けて
世界遺産の基礎を学ぼう
世界遺産入門／周藤 真也

　世界遺産は、世界の文化や歴史、宗教、自然環
境などと深く結びついており、国際問題や開発問題、
環境破壊、観光課題などを考える上で、政治とは異
なる新たな視点を与えてくれます。世界遺産を通して、
世界の多様性について学び、私たちの生きる世界の
課題について考えましょう。

「ことば」という現象を
多面的に理解する
ことばのリサーチ／近藤 悠介

　数量的な言語へのアプローチのひとつであるコー
パス言語学の概要、言語学、自然言語処理の知見
をリサーチに生かす方法を学び、ことばに関わる問
題を発見し、自らデータを収集し、解決方法を提案
します。学際的副専攻「ことばの科学」で身につけ
た知識を活用できます。

当該地域の平和に資する
国際感覚を身につけよう
アジア共同体と朝鮮半島／李 成市

　EUやアセアンに見られるように、地球上では多様
な地域連携と統合のプロジェクトが進行中です。そ
うした国家を超える連携や統合の機能と役割、その
地政学的な影響などを考慮しながら、アジア共同体
と朝鮮半島を主題に、多角的な視野から国家を超え
た想像力を養うことを目指します。

海を有効活用しながら
環境保全の方策を考える
海への誘い／中尾 洋一

　地球の表面の70%あまりを占める広大な海は、
四方を海に囲まれている我が国にとって、必要不可
欠な存在です。「海を知り、海を有効に利用しながら、
海を守る」知恵が求められる今、本講義では、東京
海洋大学の教員が、それぞれの専門分野から海に関
わる研究領域について講義し、海洋研究の魅力に迫
ります。

中小企業診断士から学ぶ
企業経営とコンサルティング
企業経営・コンサルティング実務概論

（早稲田大学校友会支援講座）／坂野 友昭

　卒業後にビジネスパーソンとして直面するさまざ
まな課題に対応し、経営的な判断をするために必
要な、企業経営の基本を理解するための講座です。
また、経営コンサルタントの国家資格として人気の
高い中小企業診断士の活動事例を学ぶとともに、
資格取得のための学習方法も提供します。

●寄附講座・基金講座
大川ドリーム基金寄附講座 グローバルベンチャー企業の創出と経営ー
起業家の価値創造戦略ー／ダイバーシティを学ぶ（WSCメンバーズ基
金講座）／LGBTをめぐる法と社会（WSCメンバーズ基金講座）

●提携講座
農山村体験実習／協同組合論／アセット・マネジメント(資産運用)の
世界／きもの学／ウーマン・キャリアクリエイト講座／パラリンピック概
論／フリーペーパー講座／コントラクトブリッジで学ぶ数理科学入門／
実践　能に親しむ／アイスランドの文化と言語(入門)／囲碁で学ぶ数
理科学入門／最新航空産業概論／FP（ファイナンシャル・プランニン
グ）講座／リーダーシップの軌跡／アジア共同体と朝鮮半島／人口知
能とビジネルモデル創出講座／インターネットビジネス企業におけるキャ
リアデザイン／情報セキュリティの現場論／世界遺産入門

●校友会支援講座
早稲田を知る／早稲田スポーツを学ぶ／司法書士と学ぶ家族・地域・
企業をめぐる法律問題／労働・社会保障実務概論／多様性社会を支
える行政書士実務概論／企業経営・コンサルティング実務概論／税
理士実務概論／アナウンス入門講座／アナウンス実践講座／不動
産鑑定士による不動産学／医療×AI・ビックデータ・IoT／医療×ビジネ
ス・経済・経営／医療×超高齢化社会・キャリアデザイン／医療×行政・
法・倫理
 

科目リスト

スポーツ実技科目
200を超えるバラエティ豊かなスポーツ実技科目。
学部や学年を超えた幅広い交流が持てるのも魅力です。

実技科目で
心身を鍛える

早稲田スポーツの真髄

　早稲田スポーツを体感できる競技スポーツから、心身を健や
かに過ごすための健康スポーツまで、幅広い実技科目が開講さ
れます。トップレベルの専門家が、初心者にもわかりやすく指
導。学部や学年の枠を超えた学生同士の交流も盛んです。

※教育職員免許状の取得を希望する場合は、２単位以上の修得が必須となります。１年次から計画的に履修しましょう。

●ゴルフ
●サッカー
●ソフトテニス
●ソフトボール
●バスケットボール
●バドミントン
●バレーボール
●ハンドボール
●フットサル
●卓球
●テニス
●野球

●合気道
●空手
●弓道
●剣道
●柔道
●フェンシング
●ボクシング
●レスリング
●アジアのフィジカル
　エクササイズ
●エアロビックダンス
●ストレッチング
●ダンス

●バレエ
●フィットネス
●複合スポーツ
●ピラーティス
●ヨガ
●Bon Dance
●ウエイトトレーニング
●カバディ
●健康のための
　レクリエーション
●水泳
●生活の中の
　ウォーキング
●チンロン

●トランポリン
●馬術
●野外スポーツ
●ヨット
●自動車
●自転車
●ワンダーフォーゲル
●山岳
●スキー
●スケート
●スポーツボランティア
　雪ほり

科目リスト
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全学副専攻
学部で学ぶ専攻分野をさらに深め、発展させるために、
学部を超えて履修できる副専攻が設置されています。

実践型教育プログラム
学問分野にとらわれず、早稲田大学でしかできない経験や
体験を中心とした特色あるコースが設置されています。

学部の主専攻を補強する
第二の「強み」を持とう

　学部生であれば学部や学年を問わず誰でもチャレンジできる全学副専攻は、所属する学部
で主専攻の学問を学びながら、同時にその他の学問分野を体系的に学ぶことができます。
　全学副専攻は各学部から提供されている「学術的副専攻」、学生の多様な関心に合わせて
提供している「学際的副専攻」に区別されています。多様な副専攻を用意していますので、興味・
関心に合うテーマの副専攻を選択してみましょう。

学んできた知識を
実践の視点から捉え直す

　正規の授業以外にも早稲田大学には様 な々教育資源があり、課外活動と正規授業をコース
毎の教育目的・計画を基に組み合わせた経験・体験を中心とした体系的な教育プログラムが
展開されています。コース毎の特色ある学びの機会を積極的に活用し、これまで学んできた
知識を実践してみることで、新たな知識の発見を目指してください。

副専攻テーマ一覧

●学術的副専攻
政治学（政治経済学術院）
経済学（政治経済学術院）
人権と法（法学学術院）
会計学（商学学術院）
社会イノベーション（社会科学総合学術院）
アジアの歴史と伝統文化（文学学術院）
東洋の思想と宗教（文学学術院）
ソフトウェア学（理工学術院・GEC）
日本語教育学（日本語教育研究科）

●学際的副専攻
映画・映像／演劇・舞台芸術
健康・医療／ことばの科学
コリア研究／サスティナビリティ学 
ジェンダー研究／社会貢献とボランティア
ジャーナリズムとメディア表現／台湾研究 
ドイツ研究／都市・地域研究
Conflict Resolution

コース一覧

ビジネス・クリエーション
キャリアデザイン
地域連携実践

Step 01

副専攻を選ぶ
「副専攻テーマ一覧」を
参照し、自分の関心や
進路を考慮して検討し
ましょう。

Step 02
指定科目を
履修する

期間は卒業まで。履修
計画で迷ったときはコー
ディネーター教員に相談
しましょう。

Step 03

修了申請を行う
指定科目を８単位以上
履修したら「全学副専
攻修了希望申請」を行
います。

Goal
修了証明書が
発行される

修了要件をクリアし、所
属学部での卒業が認めら
れれば、卒業時に修了証
明書が発行されます。

人間的
力量育成 　答えのない問題に挑戦する「たくましい知性」と、多様な価値観を持つ人々に敬意

をもって接し、理解する「しなやかな感性」によって、いろいろな価値観やバックグラ
ウンドを持った人々をまとめていく力を育成する人間的力量教育。世界中で活躍する
ことを視野に、自分の世界を広げていきましょう。

知性と感性を鍛えぬく
実践的な教育プログラム

企業・団体などが実際に抱える問題
をグループワークを通じて解決に取り組む

科目やインターンシップ科目など、自分のキャ
リアの糧となる科目を提供。

自ら考え、自ら行動することによって生
きる力を育み、新しいコンセプトのリーダー

シップを身につける科目を提供。

多様な価値観・文化的背景を持っ
た人々との相互理解を実現するために

必要な知識や感性を身につけるための科目
を提供。

自分のアイディア、知識、研究を
活用することを目的に、ビジネス創造

の過程を実践的に学べる科目を提供。

自治体や地域が抱える実際の地
域課題について、地域で活躍してい

る方々と学生が協働して解決に取り組む
科目などを提供。

ボランティアの理論から実践までを学
べる科目を提供。ボランティアのあり方や

途上国の問題など多岐にわたるテーマを扱う。

キャリア形成

リーダーシップ
開発

地域連携ボランティア

ビジネス創出 ダイバーシティ

人類社会に
貢献する

グローバル人材
の育成

科目例
プロフェッショナルズ・ワークショップ科目
インターンシップ講義／インターンシップ実習

人材育成学（個人の視点から／社会の視点から）
公会計入門講座（基礎課程／応用課程）

最新航空産業概論

科目例
たくましい知性を鍛える

「たくましい知性を鍛える」演習
リーダーシップ開発：理論とスキル

リーダーシップ開発：問題解決プロジェクト
他者のリーダーシップ開発
自分のプロジェクトを経営する

科目例
ダイバーシティを学ぶ／障がいの理解と支援

手話の社会言語学／手話言語学
ジェンダーを考える

女性・仕事・ライフデザイン

科目例
地域連携学

地域連携演習：基礎演習
地域連携演習：ケーススタディ

地域連携実習：コミュニティ・インターンシップ

科目例
ビジネスモデル仮説検証／ビジネス・プロフェッション

企業実務概論：ビジネス思考の基礎
企業実務特論：マーケティング・ベーシック
イノベーション概論／データビジネスクリエーション

デザインシンキング

科目例
体験の言語化─世界と自分、ボランティア体験から

ボランティア論／環境とボランティア
国際開発援助　理論と実践／反＝反ボランティア論

海士の挑戦事例から学ぶ地域創生
東南アジアにみる人間開発と異文化理解
ブータンから学ぶ国家開発と異文化理解

履修の
流れ

Step 01

興味のある
コースを選び、
履修計画を立てる

Step 02 Step 03 Step 04

履修の
流れ

全ての修了要件を
満たした後に、
修了申請を行う

修了証明書が
発行される

各コースが
定める修了要件
を満たす
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キャリア形成
企業や団体が実際に抱える問題解決に取り組むなど
理論と実践を通して自らのキャリアについて考察します。

理論と実践の両輪で
進路選択の展望を広げる

講義で学んだ知識を
実践でより深める科目群

　学部での専門的な学習、キャ
リア形成に関連する科目の学習、
インターンシップによる社会での
体験を結びつけることにより、
「理論と実践の好循環志向した
キャリア形成」を目指すプログラ
ムです。理論と実践の両面から、
広く、多面的に、客観的に自分
の将来や進路選択について考察
を深めてください。

ボランティア
講義で学んだ知識をボランティア体験によって深めます。
人との関わり合いから多くの気づきを得られるはずです。

　平山郁夫記念ボランティアセンター
（WAVOC）では、講義で学んだ知識をボ
ランティア体験によって深める実践講義を
提供しています。学びの場は国内・海外
に広がっています。ボランティアのあり方
や途上国の開発問題など幅広いテーマに
触れることができます。さまざまな人と関
わり合いながら思考を積み上げることで、
新たな気づきをもたらしてくれるはずです。
また、体験を言語化するメソッドを学ぶ参
加型科目「体験の言語化」があります。

これからの地域連携に
求められるスキルを育む

　地域連携をテーマに地域との関わ
り方・課題発見・分析方法などを学び、
地域連携に必要なスキルを養成する
コースです。グローバル化の時代に
あっても、東京一極集中と地方の人
口減少、高齢化によって、地域の課
題はさらに増えていきます。ぜひ積極
的に地域連携に取り組んでください。

地域連携
地域との関わり方や課題発見、分析の方法を広い視点で学び
今後さらに増えていく地域の課題に対応できる力を養います。

プロフェッショナルズ・
ワークショップ科目

　プロフェッショナルズ（各業界の最前線で活躍する社会
人）と学生が、ともに一つの課題解決に取り組むプロジェク
ト型の実践科目。グループワークを中心に企業が実際に抱え
ている問題の解決に挑みます。学生はプロフェッショナルズか
らビジネススキルを学び、プロフェッショナルズとの協働を通し
て、仕事の本質を体感することができます。ぜひ低学年のうち
に受講し、キャリアを考えるヒントにしてください。

［ 2020年度協力企業 ］
株式会社日本経済新聞／アステラス製薬株式会社／ピップ株式会社／
日本アイ・ビー・エム株式会社／株式会社リンクアンドモチベーション
／本田技研工業株式会社／株式会社フジテレビジョン／株式会社電通
／双日株式会社／三井住友海上火災保険株式会社

ダイバーシティ
さまざまな価値観や文化的背景を持つ人々と共生するために
必須となる知識やスキル、感性を養います。

多様な人々と協働する
知識や感性を身につける

　WASEDAらしさの根底にあるもの、そ
れは「多様性」。自由を重んじる風土のな
か、性別、障害の有無、性自認、国籍、
エスニシティ、信条、年齢などに関わらず、
誰もが多様性を織りなす一人として個性や
能力を存分に発揮するための知識やスキ
ルを学んでください。

ダイバーシティの可能性と
課題と推進策を考えよう
ダイバーシティを学ぶ

（WSCメンバーズ基金講座）／矢口 徹也

Focus on

　前半では、学内外の講師・ゲストスピーカーによる
講義からダイバーシティの可能性と課題について基礎
的理解を深めます。後半では、グループワークを通して、
ダイバーシティ実現のための推進策を考えます。

平等かつインクルーシブな
社会実現のための法制度を検討
LGBTをめぐる法と社会／石田 京子 他

　「LGBTとアライのための法律家ネットワーク
（LLAN）」と協働したオムニバス講義として開講。社
会がより平等かつインクルーシブになるために、現在
の法制度にどのような課題があるのかを検討します。

日本手話を
ゼロから出発して学ぶ
日本手話入門／首藤 佐智子

　日本手話を学ぶのは外国語を学ぶ作業と似ていま
す。本科目では、基本的にナチュラルアプローチによ
る手話教育の訓練を受けたろう者講師が担当し、指導
を行います。

あなたの体験を立ち止まって
ふりかえり、一緒に考えましょう
体験の言語化―世界と自分／岩井 雪乃 他

Focus on

　本科目では、① 体験を「自分の言葉」で語る力、
② 体験から社会の課題を発見する力、体験を学び
の意欲へつなげる力、の 3 つの力を身につけること
を目指します。

早稲田大学で
ボランティアマインドを育てる
ボランティア論／兵藤 智佳

　ボランティア活動を知り、実践するための入門編。
ボランティアについて「支援する側」「支援される側」
から考え、自分にとっての「ボランティア体験の意味」
を言葉にしてください。

地域社会や地域経済を巡る
共通的な課題の理解
地域連携学／加藤 基樹

Focus on

　地域の課題を解決するために、なぜ地域連携が必
要なのか、地域連携にはどのような種類があるのか、
などについて学ぶことで、地域のもつ課題を理解し、
その解決方法についてのアプローチを考えます。

地域連携の実践
～地域課題の解決策を提案～
地域連携演習：実践演習／加藤 基樹

　実際にフィールドワークを行い、地域の実態、地
域連携のあり方、課題の発見方法、解決のための
アプローチの諸能力を養います。

0000444859
テキストボックス
小林　京子・首藤　佐智子
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リーダーシップ
リーダーシップは限られた人が有するものではありません。
リーダーに必要な能力を学び、自分の強みを増やしましょう。

若者こそ持ってほしい
リーダーシップを学ぶ

　日本以外の先進国では若者がリーダーシップを身につけるのは常識です｡ところが日本で
は、「リーダーシップ」と言えば、トップの人やカリスマ性のある人だけが持っているもので、
誰もが持つものではないし、そもそも習得可能なものだとは思われてきませんでした。よう
やく日本でも、「リーダーシップのある若者に来てほしい」と言う企業が増えてきました。また、
学生のうちにリーダーシップを身につけると、学生生活が一挙に充実することでしょう｡

ビジネス創出
これまでの学びやアイディアを
ビジネスにつなげるための方法を
イノベーション教育を通して実践的に学びます。

　日常生活や学校生活での不満を、
苦情や陰口として表現していませんか？
不満を提案に変えて、仲間を募って提
案実現のために動いてみません？　実
はそれが「権限・役職・カリスマ性と
関係のないリーダーシップ」の第一歩
であり、「最小３要素」はリーダーシッ
プを身につけるためにいつも参照する
チェックリストです。

不
満
を
提
案
に

変
え
よ
う

P r o f e s s o r ' s  V o i c e

S t u d e n t ' s  V o i c e

知識やアイディアのアウトプットを
体験し、新たなビジネスに生かす

　自分のアイディア、知識、研究を「活用する」ことを目的に、ビジネス創造の過程を実践的に学べる科目が
設置されています。実践型教育プログラム（p.9参照）の「ビジネス・クリエーション」コースでは、４つのSTAGE
に分類されたこれらの科目と、課外活動を組み合わせた体系的なイノベーション教育を提供しています。

新しい製品やサービス
社会システムのアイディアを発想
ビジネスアイディア創出法／堀井 秀之

Focus on

　イノベーションが模索され尽くした飽和社会におい
て、新たな価値を生み出すことは容易ではありませ
ん。イノベーションワークショップを通じて、ビジネ
スアイディアの創出法を体得します。

事業立ち上げ手法の基礎を
実践的に学ぶ
ビジネスモデル仮説検証／堤 孝志

　新規事業立ち上げのための理論を学び、自らの
商品アイディアや研究成果を基にビジネスモデルを
構築し、仮説検証を繰り返しながら、それをブラッ
シュアップしていきます。

日向野 幹也
グローバルエデュケーションセンター
教授

　社会で最も役に立つ基礎体力とも言
うべきリーダーシップを体得できるのが
この授業です。単に頭で理解するだけ
でなく、グループワークを行いながら、
経験から学べる仕組みをふんだんに取
り入れています。これから世界を牽引し
ていく君たちにさまざまな状況で応用
できる行動様式を学び取って欲しいと
考えます。

稲垣 憲治
グローバルエデュケーションセンター
非常勤講師

社
会
で
役
立
つ

行
動
様
式

自ら実践できる新リーダー像

　リーダーシップには「人を引っ張っていく優れた人」という
イメージがありましたが、人を支えるのもリーダーシップの一
種だと学べたのは大きな収穫だったと思います。たとえ自分
と異なる意見でも、すぐに否定せずにまずは傾聴して尊重す
る、という姿勢も身につきました。社会に出たら、「権限に
拠らないリーダーシップ」を体現していきたいです。

瀬田美咲さん／人間科学部３年

キャンパスを行き来して学びの多様性を広げる

　学習院大学、学習院女子大学、日本女子大学、立教大学との「f-Campus」をはじめとする近隣大学との単位互換制度を活用すれば、
例えば午前中は他大学キャンパスで、午後からは早稲田大学のキャンパスで学ぶことも可能です。他大学で開講されるユニークな科目を学び、
学外へとネットワークを広げましょう。もちろん、修得した単位は早稲田大学の卒業単位として認められます。

夏休みは遠方の大学へ
全国に広がる学びの場

　多くの大学が加盟する京都地域
大学・短期大学や広島大学、九州
大学との間でも単位互換を行ってい
ます。また、奈良県立医科大学、
関西大学とは連携講座を開設し、
特色ある授業を行っています。夏休
みを利用して他大学のキャンパスや
実習先で学ぶことができ、
修得した単位は早稲田
大学の単位として
認められます。

他大学との連携
近隣の大学で学ぶ
早稲田大学は近隣大学との単位互換制度が充実しています。
ユニークな科目も多く、学びのチャンスが広がります。

提供大学

学習院大学

学習院女子大学

日本女子大学

立教大学 

武蔵野美術大学 

東京女子医科大学 

東京家政大学

美術史講義

日本生活文化史

調理実習

観光学への誘い

人体を描く、彫刻

医学入門

人間と学び

遠方の大学で学ぶ
近隣の大学だけでなく、関西や九州地域の大学で学ぶ機会も。
夏休み期間などを利用して、さらに学びの可能性を広げましょう。

学習院大学 学習院女子大学 日本女子大学 立教大学 武蔵野美術大学 東京家政大学 東京女子医科大学

単位互換協定を結ぶ近隣大学

※一部実習費が必要な科目は実費負担になります。

※一部実習費および他大学までの交通費や現地
　での宿泊代などは学生の自己負担になります。

S t u d e n t ' s  V o i c e

観光地で暮らした経験を
今後の学びに生かしたい
加藤 ゆり子さん
文化構想学部

　同志社留学に挑戦しようと思ったきっかけは、
地方都市の文化政策や観光に興味がある私に
とって、京都で学ぶことは得がたい経験になるだ
ろうと考えたこと、また、早稲田より早い学年か
らゼミに参加できるので、ゼミで１つの分野をじっ
くり学べると思ったからです。京都というフィール
ドで生活し、学び、働き、遊ぶことで、「生活の場」
としての京都の姿や、観光による弊害を目の当た
りにし、旅行では得られない視点を持つことがで
きました。今後、まちづくりや文化政策について
考える上で、今回の「観光地に住む」という経
験が良い影響を与えるものと信じています。留学
後もこの縁を大切にしていきたいと思っています。

同志社大学への国内留学
同志社大学と早稲田大学は1997 年から
国内交換留学を実施し、毎年10名程度の
学生を相互に受け入れています。これまで
多くの学生が同志社大学に「留学」し、
京都の地で見聞を広め、交流を深めてきま
した。半期の留学制度もあるので、活用し
やすくなっています。留学中に修得した単
位は卒業単位として認められます。

リーダーシップを構成する
最小３要素

率先垂範 相互支援
目標共有自らが率先してチーム

に貢献することでチー
ムの模範になる能力

メンバーがチームに貢
献できるように、メン
バーのリーダーシップ
を引き出す能力

目指すべきゴールを共
有し、他のメンバーを
巻き込む能力

科目例




